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〔壺形土器〕－58 （精製）

☆ （58）は、 AN2地区］☆ （58）は、 AN2地区L6区Ⅲ層出土の第8群土器（大洞C2式）である。

。 （58）の器形は、口縁部は、平縁であるが、 「山型突起｣と、 その両側に「二叉山型突

起」を配置するもので、頚部は、ほぼ直立する。肩部は張らず胴部はふくらみをもつ器

形で底部は「平底」を呈するものである。

・ 施文は、肩部に2条、胴部の最大幅部に2条の平行沈線文がめぐり、施文帯を区画し

ている。この施文帯には、 「大洞C2式｣の雲形文が施文されるものである。 また底面に

も1条の沈線文が施文される。

・ 色調は、朱ぬり土器であるため、外面は、灰赤色を呈し、胎土・焼成は良いが軟質で

ある、
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〔壺形土器〕
A・p.L47
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〔壺形土器〕－59 （粗製）

☆ （59）は、 AH2Ⅲ出土の第8群土器

。 この土器の器形は、口頚部が「くの字」

大幅部は、中央上にあって底部に向ってし

好 （59）は、 AH2Ⅲ出土の第8群土器（大洞C2式）である。

。 この土器の器形は、口頚部が「くの字」状に外反し、肩部がわずかに張るもので、最

大幅部は、中央上にあって底部に向ってしまる器形である。底面は、やや「上げ底」ぎ

みである。

・施文は、肩部下より底部まで、二段単節縄文L・Rが密に、 しかも不整に施文される

ものである。

・ 色調は、外面黄褐色、内面灰黄褐色を呈する。胎土・焼成とも良好、堅綴である。
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〔壺形土器〕
A，p.L48
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〔壺形土器〕 60 （粗製）

☆ （6()）は、 AH1Ⅳ出土の第10群土器（大洞A式）齢 （6()）は、 AH1Ⅳ出土の第10群土器（大洞A式）

草

である。

． この壺形土器の器形は、口縁は平縁で、口頚部は弧状に外反し、
L 、

幅部は、胴下部にある器形で、底面は「平底」である。 、

。 施文は、口縁内側に沈線文が1条めくゞり、肩部下に0段多条のR

るものである。

肩部力弓長らず、最大
二
一

L縄文が施文され
ー

、 色調は、外面赤褐色、内面灰黄褐色、胎土・焼成とも良く堅綴である。

※ なお、縄文時代晩期で二段単節縄文(R･L)が施文されるものは少なく、壺形土器

に施文されたものは、若干出土するようである。(但し、当地区をフィールドとする場合）
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〔壺形土器〕
A・P．L49

61 AH2m
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〔壺形土器〕－58 （粗製）

☆ （61）は、 AH2Ⅲ出土の第8群土器（大洞C2式）である。

。 このものの器形は、口縁は平縁で、口頚部は外反するが外反‘。 このものの器形は、口縁は平縁で、口頚部は外反するが外反のしかたが弱く、最大幅

部は、器高の上部にある器形で、底面は「上げ底」を呈する。

・ 施文は、口頚部は無文で、肩部下には、 R･L縄文が施文される。

・ 色調は、外面赤褐色、一部暗褐色、内面灰褐色を呈する。胎土・焼成ともやや悪く、

ザラザラしている。
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〔壺形土器〕
A.P.L50
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〔壺形土器〕－62 （粗製）

☆ （62） とした壺形土器は、AH3Ⅲ出土の第8群土器（大洞C2式）である。

。 この土器は、平縁に外側へやや突出する「突起」を5～6こ付すもので、口頚部は広

く、広口壺と言っても過言ではない。肩部がふくらみをもって張る器形で、底面は、欠

失したものである。

・ 施文は､口頚部は無文で肩部下に､0段多条のL･R縄文が左下りに施文されるものであ畳・ 施文は､口頚部は無文で眉部卜に､0段多条のL･R縄文が左トリに施文されるものである。

・ 色調は、外面灰褐色、一部黒色、内面灰黄褐色を呈する。胎土は良いが焼成がやや不

良である。

※ なお、 このものは、大洞C2式の後半に出現するようである。
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〔壺形土器〕
A.P.L51
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〔壺形土器〕－63 （粗製）

☆ （63）は、 A地区H2グリ好 （63）は、 A地区H2グリットⅢ層より出土した第10群土器（大洞A式）である。

。 この土器の器形は、器高に比して口頚部が短かいもので、口縁部がわずかに残るが、

多分平縁のものらしい。肩部～胴部はふくらみをもつ器形で、 「短頚壺｣と言っても良い

器形である。

・ 施文は、口頚部が無文で肩部より 「条痕文」が施文されている。底面は、欠失して不

明である。

・ 色調は、灰黄褐色（内外とも） を呈し、胎土には、微粒砂を含むが焼成も良く堅綴で

ある｡
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〔皿形土器〕
A，p.L52
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〔皿形土器〕－64 （精製）

☆ （64） としたものは、AH3Ⅱ出土の第7群土器（大洞Cl式）である。

。 この（64）の器形は、 きわめて浅いもので、口縁は平縁であるが、口唇芒・ 皇の㈹4ノの語形は、 きわめて浅いもので、口縁は半縁であるが、口唇部に「刻目文」

があるため、小波状を呈する。口頚部は、ほんのわずかに外反するが、胴部も、わずか

にふくらみ底部に至る器形である。

・ 施文は、口唇部に「刻目文」口縁直下には2条の沈線によって、第1施文帯を区画し、

そこには、右下りの「刻目文」が施文されている。肩部下に沈線文1条、底部直上に沈

線文が1条めぐり、第2施文帯を区画する。この第2施文帯には、磨消手法による雲形

文（菱形文･C字文）が浮きぽりにされている。

・ 色調は、内外面とも暗黒色、胎士はやや悪いが焼成は良く堅綴である。
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〔皿形土器〕 A.P.L53
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〔皿形土器〕－65 （精製）

☆ （65）は、AH3Ⅱ出土の第7群土器（大洞C1式）である。 （現存約音）

。 この皿形土器は、口縁が平縁で、口頚部が強く内傾する器形で、底面は、やや中高の

ものである。

・ 施文は、口縁直下に「刻目文」その下に（肩部） 2条の細い沈線文と、底部直上にも

2条の沈線文があり、第2文様帯を区画している。この文様帯には、 「X字文～K字文」

が施文されているものらしい。

・ 色調は、内外とも灰黒色、胎土・焼成は良い。
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〔皿形土器〕 AP.L54
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〔皿形土器〕 66 （精製）

☆ （66）は、AH2Ⅱ出土の第7群土器（大洞Cl式）である。

。 この皿形土器の器形は、平縁で口頚部は内傾し、肩部以下は、ゆるくふくらむ器形で、

底面は、 「上げ底」で、 しかも中高のものである。

・ 施文は、口縁直下には、左下りの「刻目文」がめぐり、肩部には2条の沈線文が施文

され、底部直上にも2条の沈線文が施文され、 この両者の間に施文帯を構成している。

施文帯には、 「X字状文」が磨消手法によって浮文が施文されている。

・ 色調は、内外面とも暗黒色を呈し、胎土・焼成とも最良である。
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〔皿形土器〕 A.P.L55
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〔皿形土器〕－67 （精製）

☆ （67）は、AH2Ⅳ出土の第8群土器である。

。 この（67）は、大皿で、 しかも口径と底径の差が小さく、且つ器高が底いものである。

口縁は平縁であるが、やや口頚部が内傾し、胴部は、ややふくらむ器形である。

・ 施文は、口唇部に短沈線があり、口縁下に2条、底部上に3条の平行沈線がめぐるも

ので、 これによって区画される文様帯には、やや細い沈線によって「曲線文」があり、

縄文(L･R)が充慎される。 また、磨消手法による無文帯も認められるものである。

なお、内面の胴部下位には、 2条の沈線文が見られるが、 このような施文は珍らしい。

・ 色調は、内外面とも白灰褐色を呈し、胎土・焼成とも最良である。
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〔皿形土器〕 A.P.L56
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〔皿形土器〕－68 （精製）

☆ （68）は、AH31出土の第8群土器（大洞C2式）である。

。 この（68）の器形は、口縁は平縁であるが、口唇部に短沈線があるため、。 この（68）の器形は、口縁は平縁であるが、口唇部に短沈線があるため、わずかに小

波状を呈する。また、口縁から胴部へかけて、わずかにふくらむもので、器高は小さく

浅いものである。

・ 施文は、口唇部に短沈線があり、口縁直下に2条、底部上に3条の沈線文があって文様

帯を区画している。この文様帯には、 「曲線文」が施文されている。但し、この曲線文は、

平行沈線文が主体をなし、部分的に曲線化する。沈線文の空間には縄文が充填され(L

･R)､無文の磨消帯も配置されるものらしい。また、内面に沈線文が1条、底部と胴部

の境に施文されている。

・ 色調は、外面灰褐色、内面灰黒色を呈し、胎土・焼成は良く堅綴である。
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〔土師器坏〕
A.P.L57

L･M6H69

鶏燕呵

☆ （69） としたものは、 AN4地

区のL･M6グリツト出土の坏形

土師器である。

・ 現存約音弱で、多少無理して復

原したもので、多分実測図のよう

な器形と思われる。

、 色調は、明燈色を呈し、底面は

「へら切りと観察される。胎士・

焼成とも良く、多少軟質である。
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［土師器一坏〕

☆ （70）は、 AC～F区

⑥グリットⅡ層出土の土

師器（坏形）である。

。 このものの器形は、碗

形をなし、底面には､｢糸

切り痕」もなく、やや｢上

げ底」を呈する。

・ 器内・外面とも磨耗が

烈しく、水引き痕は認め

られるが「ナデ」の有無、

その方向は不明である。

・ 色調は、明燈色を呈し、

胎土は精選されているが

焼成は、やや軟質である。
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〔土師器一坏〕 A.P.L58
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〔土師器一坏]-71

☆ (71)は、AH2Ⅱ出土の第11群土器である。

、 この坏形土師器は、口頚部、 その他は欠失しているが、。 この坏形土帥器は、口頚部、 その他は欠失しているが、 図上で復原を試みたものであ

る。 （現存音）器形は、やや小形で胎土が厚いもので、口頚部が内湾するもののようで

ある。成形はロクロの回転によるものらしく、 「水引き痕」が胴部に認められる。また、

底面には、回転ロクロによる「糸切り」痕が認められる。

・ 色調は、暗褐色を呈し、胎土・焼成も良く持ち重りのするもので堅綴である。
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〔土師器一坏〕
A.P.L59
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〔土師器一坏〕 72

☆ （72）は、AC～F区の2号住居祉内（床面上） より出土したものである。

。 この（72）の器形は、口縁部が外反し、肩部がふくらみ、胴部もゆるく、ふくらむ器

形で、底面は、 「へら」切り痕を認めるものである。

・ 色調は､明赤褐色を呈し､(内外とも）器内、外面ともよく整形されたもので、 「ナデ｣方

向は左上より右下方向である。胎土・焼成とも極めて良く堅綴である。

※なお、 この坏形土師器は、内外面とも平滑面をなしており、器形にも特色があり、あ

るいは、移入されたものではないかと考えている。類例を持って、 さらに検討したいと

思う。
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〔後期・晩期の土器〕
B.P.Ll

謹謡謡塞窯安蕊蕊鐘蕊鍔＃
I

畷蕊
(H31～H3Ⅱ出土）

癖

☆(1 ･ 3)→第4群土器

☆（4）→第5群土器

鰯

§
蕊

（註）第4群土器は、十腰内I ･ Ⅱ式

の中間型式。以下も同様。

(註）第4群土器は、十腰内I ･ Ⅱ式

の中間型式。以下も同様。

蕊
☆（9）→第4群？

蕊

己
勇
慾

灘
珂
心
峰
燕
馳

繍
織

畦…"も"‐|駕養} …

…

蕊

…

晩期の土器｜
大洞C2式I

１
１

☆(18～21)-

(註）

H1～3＝グリツト名

H3 =出土層 |以ドも同様

鴬
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〔後期の土器〕
B・p.L2

興
驚 蕊：
夢…錨

鍵
(HlV出土） 解

堀
越

鰯

…鯵驚鰯☆!‘一"｜-|報鴬’
鴬

蕊 薑鰯

霧

＃

息鰯鰯考課 脅蕊蕊溌蕊溌蕊爵溌蕊潔謹輔溌曹潅蕊蕊溌

嬢撚鯵難

齢

識
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〔後期の土器〕 B.P.L3

蕊溌議鍵蕊溌蕊蕊蕊灘蕊講蕊難蕊蕊豊灘溌

蕊癖(HIV出土） …

第3群土器’
十腰内I式’

灘

’☆(1～13) -'

鷺
裳
鴬
藤
擬
驚
蕊ｴｭプ4

第5群土器’
十腰内Ⅱ式’’

";: : ;；

義繩
函

☆(14) -'

鳶
.§鰯

趣
建

鐸
溌
詫
垣
ェ
趣
熱
戦
球
雛
謹
烈
沖
癖
淡
罐
蕊
轆
諏
辞
諜
蝉
鍵
碑
鯉
禅
誕
津
群

；溌弗静鍵瀞粥殿…鶴‘鰯

弗
齢

識‘ず

…
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一レヤ1

錘
篭
辮
蕊
溌

鰯

…

Ｕ
ｎ
㎡

…

;■

》
韓

Uu群

舞
鶴
篭
霧
溌
蝿
溌
灘
灘
霧
鰯
溌
灘
灘

噂

Ｔ

ソ

う

;,\'MMI+,
;|窯干鍵曾謹'一m§ ＃

［）￥

；(千用A'H)

TT.J.g

〔器干(〃崩認〕



〔後期の土器〕 B.P_L5

(HlV出土）

第4群土器

十腰内I ･ Ⅱ式

の中間型式

4

I

卜

』

☆（ 1～15) -'

霧

職驚

灘爵
俄
晶

鍵
鰯

粥

蔦

鷺 雛
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〔後期の土器〕
B.P.L 6

幕;､亨録審さ恐喝唱簸鷺瞳攪患騨怠錘蕊皇蕊尊顔嘩識溌鍜蔦鹿患蕊

(H2Ⅱ出土） ~電

Ｉ器式
土
Ｉ
群
内

３
－
要’

第
十ｌ

↓☆(1～12)
蕊

灘

f癖

癖

； ‘2 綴
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〔後期の土器〕 B.P.L7

鳥

(H2Ⅳ出土）
蕊

灘

》
鰯

第3群土器’
十腰内I式I’☆(1～19) -･

雲
認

》
託

〃

鍛識

耀灘

灘患渡

鍵T1Eエ

霧
鍵

…

謬

…

…
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〔後期の土器〕
B・p.L8

(H2Ⅳ出土）

篝
#“ 驚蕊霧灘

奉
蝿
窪
鍛
錬
耀
擢
謬
瀦
鰯
鰯

溌溌溌溌溌蕊
零

驚
霧
篭

☆(1～7

☆（8）→

竃

唇

丞

圭

綴
譲騨響豊

熟
…

蕊

辞
〃
・
・
静
・
騨
蛎
踊
睦

競
溺
熟
議
職

鐘篝 蕊燕鐵 ；蕊謝戴
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〔後期・晩期の土器〕 B・P．L9

(:"'1出上）

溝『'－1幾鴎'‐|駕嘗}

箪
計

淘嚴

鱒第4群土器

十腰内I ･ Ⅱ式

の中間型式

P

《I

L

U

l〉

J1

☆（18．2()）→

灘鰯鰯

晋一銘寺

夢灘蕊鶴蕊蕊驚

晩期の土器

大洞C2式 ’一’
鰯
辨

☆(13～17)

3 灘

聯
静,諺

“

蕊

霧

…為

蛎
蕊
》

鍵
謬
辮
邦
聯

霧
鐸息蝋

鯵

識

…盆鰯謬鰯
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〔後期の土器〕
B・P.L10

(H3Ⅱ出土）

溝']-"'一|報鯆 }
；斑

型

謬醗

鯵

鎌詠:鷺；

鴬

“
３
Ｊ
露

孤
》

…
鍵瀦

繁

“

患

鍵
良

：

難毅

乾
凸
少

苓掛

＃
通＃

篭
燕
爵
羅
綴
綴
驚
騨
駕
篭蕊弓独

JJj 静騨

§ …
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〔後期の土器〕
B.P.Lll

蝋
鷲

(H2Ⅱ出土）

霧霧
嚴竜嬢癖

稗
》

器
式
士
Ｉ
群
内
３
腰
第
十ｌ

↓☆(1～1l)

を
避

〕
坤
凸

渉
綴
騨
鱗

I"'IM:T:l¥｡
（以下も同様）

’

鼎
僅
謬
蝉
糀

f
鱸 瀞‘
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〔後期の土器〕 B.P.L12

(H3m出土）

鴬…

僥

蕊＃
臨韓

灘議鍵嬢

霧

ぺ一堂

え議蒼

☆（19） ＝底部

…＃
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〔後期の土器〕
B・p.L13

篭…

(H3Ⅲ～H3Ⅳ出土）

黄{'＝"'→|熱購}

鰯

蒋發麓

溌驚鰯

｡ E騨争

慈認

為脅脅曹鴬芳芳滞葬

……爵
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〔後期の土器〕 B.P.L14

(H2V出土）

満''一両'－噸誉’

｜閲叢☆（6．7．9～14）→

の中間型式 ｜Ⅱ式
i §

§
…

荊盃

出
。

》

帥
鐡

部

２
１

も
口
片
智
幻
鈴
群
底
は

○

Ｖ
わ
る
ｊ

内
ふ
あ
Ｍ

腰
川
で十
個
土
２
ｕ

ｌ

↓
☆

１８☆ ’

鱗驚 ”；
☆(15)→晩期

☆(16． 17) -→後期港

HH

〃

鯵

潔 騨騨鰯瀦鰯鰯

;綴醤鮮瀞噌隙澱鍵

154



〔後期の土器〕
B，p.L15

鶏識(H1V出土）
騨
鐸
錘
鐸
鑑
識
識
迩
《

第4群土器

十腰内I ･ Ⅱ式

の中間型式’ 》 雛蕊☆(1～18) -･

聯
無み

鰯
財

;曾

蕊

灘

瑚

鰯

……鰯
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〔晩期の土器〕
B.P.L16

鱗
出土）

,‐|郵欝’
14，15，

’一'辮’16．17，

29．30

鯵
耀
鯵
鯵
鯵
鯵
鋳
鯵
鱸
鯵
耀
鋳
》
”
鏡
》
耀
鱗
鯵
鯵
鯵

(H11

☆（1～4

器土
式
１
１
１

》
榊
跨
唾

、
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｊ
８
洞

０
５
１
第
大

１
２
３
１

－
一
●
今

８
８
’

８
１
２

ｊ

ｌ
３１く

☆
☆

；篭r灘瀦鯵鰯議鰯耀鰯

躍
鍛
韓
溌
鍛
灘
鰯
鰯
鰯
殿
殿
鰯
鯵
蝿
溺
鰯
勇
穏
撚

１
１

，
亡
ロ鎧
拭
群
Ｃ
８
洞
第
大|→’
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〔後期・晩期の土器〕 B.P．L17

(H1Ⅱ出土）

式

ｌ

Ⅱ

器
式
器
・
式

土
Ｉ
土
Ｉ
型

群
内
群
内
間

３
腰
４
腰
中

第
十
第
十
の

１
１
↓
↓

２

７

１

３

く

☆
☆

!

〉

第7群土器｜
大洞Cl式’’☆（8～25）→
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〔晩期の土器〕
B.P.L18

(H1Ⅱ出土） ′や
》霧

蕊蕊 戒
財

錨
駕難

ぷ満'1-'8'一|驚燗鴬 ’ 錘患惑溺

鰯
熱

蕊蕊Ⅲ
錘

塗鋤’…織
,生

蕊蜂

…瀕蒋蕊雛瀞芽瀦蔦

霊 鰯
『

Ｊ

４

斗

Ｊ

－
Ｉ
挙

一

鰯

一

冒虻蕊

第8群土器｜
大洞C2式I 蕊’ 鷺

☆（19～26）→

鯉甥

鰯
認灘蕊議溌

鱗織難；
溌蕊

藍

鍵謬灘羅霧 J~

鵠溌驚耀撰

鰯笈：議難
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〔晩期の土器〕 B，p.L19

(H1Ⅱ出土）

鍔
拭
群
Ｃ

‐
ト
ー
８
洞

辮
武
儀
Ｉ
吠

群
Ｃ
↓

７
洞
、
ｊ

第
大
６

Ｊ
Ⅱ
０
０
く
１
１
１
０
、
Ｇ

↓
４

〕

５
３

く
く
１
２

☆
☆

み

溝『'一皿'‐|蔑欝｜

*｜''}‐|説欝｜

☆(12･15)‐|龍臘欝｝
蕊

☆(13． 14･ 16･ 17)

‐|議涜’

鰯

釦
．
④
砿
吻
鰯
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〔晩期の土器〕
B_P.L20

(HlⅡ出土）

☆（ 1～16）→
第10群土器1
大洞A式 ’’

静
簿 麹

“
“
癖
麹

壗
釘
錫
』
鷲
、
、
ゼ
纈
鍔

具
沖
季
叶
坤
が
と
偽
￥
ず

少
詩
や
Ｊ
荊

2鯵

鐘
鱗溌辮爾雷認轍 篭:…… 零
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〔晩期の土器〕
B・P．L21

(H1U出土）
開

篭

｜第8群土器｜
→1大洞C2式I

☆( 1～6)

鴬識

☆口縁直トより縄文の施文されるもの

灘

’第8群土器｜
→1 >

｜大洞C2式1
☆（7～13）

☆（7～9 ･ 12． 13)→条痕文の施文さ

れるもの。

☆(10． 11)→平行沈線文と単軸撚糸文

の施文されるもの。

☆(14～19)

☆(14･18･19)→平行沈線文と、条痕

文のあるもの。

→口縁直下より縄文の施文☆(15･17)

されるもの。

☆(16)→口頚部に平行沈線文の施文さ

れるもの。
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〔晩期の土器〕
B.P．L22

(H1Ⅲ出土）

6;、

蝋
篭為l;

;";§

灘

’第7群土器

→1大洞Cl式 ’☆( 1～25)

☆口頚部に刺突文が施文されるもの。

☆（胴部に斜行縄文、羽状縄文、牟軸

撚糸文）が施文されるもの。

韻
や
認
毎

qr喝:

蕊
溌調
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〔晩期の土器〕
B.P.L23

(H1Ⅲ出土）

’第7群土器｜

→1大洞Cl式’
☆( 1～24)

…… 織瀞
癖託騨

☆口縁が小波状を呈し、頚部には刺突

文をもつもの。

☆胴部には斜行縄文が施文されるもの。

蝉鏑雛鷺蕊認

篭
訓
弘

蝿
嘩
嘩
露

鰯
鍛
穂
難
罐
議

暮

弼

Ｌ

竿

Ｊ

罰

試

睡

蕊

趨

轌

避

輸

悔

識…鰯傭瀧繊鱗織嬢畷…
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〔晩期の土器〕

(H1Ⅲ出土）

B_P.L24

☆'''‐|鶏漸式’
’第7群土器 1

☆（2）→1，大洞Cl式？i

溝'‘ 』 '－，'‐|巽欝；
☆（8）は大洞A式の疑いもある。ま

た、 (1)の大洞B・C式の出土は、

数片のみである。

}

溝｜， ‘'‐|窯篭鵜｜

☆(10~15)‐|魏欝｜
☆（10）→口縁が小波状を呈し、

条痕文の施文されるもの。

☆（12）→頚部に平行沈線文が施

文され、単軸撚糸文が縦走する

もの。

☆(13～15)→口頚部がや、内傾

し、単軸撚糸文が施文されるも

の。

☆（11）は片口付土器
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〔後期・晩期の土器〕
B_P.L25

II

(H1Ⅳ出土）

(H2Ⅳ出土）

Ｉ器式
土
Ｉ
群
内
３
腰
第
十‐’☆(1～10)

亀
酔

蝿

*(11~13)‐便澗欝’
鰯

蝋
※ (11)は、大洞C2式の疑いもある。

震

聯
１
１

鍔
武
群
拭

群
Ｃ
群
Ｃ

７
洞
８
洞

第
大
第
大

’
１
↓
↓

篭 ☆（16. 18）

☆(14． 15)
蕊鰯

第10群土器｜
大洞A式 I

埆
唾
粋

→’☆(17． 19～21)><》
室､ﾉ

※ (19)は突起

鐸
》

霞…
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〔晩期の土器〕
B_P.L26

I

(H'Ⅳ出土）
砂 曲弔

踞 品

…
や計

11

第7群土器1

大洞C1式’’☆（9～15）→

※いずれも頚部の無文帯が広いもので、

大洞C1～大洞C2式の間のものであ

ろうか？

醗繊繊鴬…｡#〃

－166－

’第8群土器｜
→1大洞C2式I

☆(16～20)

※ （9～15) と同様、肩部の張るタイプ

であるが一応第8群土器とした｡



〔晩期の土器〕
B.P.L27

(H1Ⅳ出土）

識！’='‘'‐|烹燗麓 ｝

龍

’第7群土器｜
→1大洞Cl式I

☆(11～16)

I”円

緯

※ （22）は、精製土器
罐
錘

蕊

譲

品 ﾘ

ﾐ瀞
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〔晩期の土器〕
B_P.L28

(H1Ⅳ出土）

衝'1-噸'‐|熱欝}

灘
鱗

一|烹燗鷲’☆(11～16)

霧

蟻
癖
潅

慰蕊；

連

一|熱繭’☆(17～22)

※ (1～22)→精製土器

鰺

鱗；

惑錘驚灘；蹴磁篭
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〔晩期の土器〕
B.P.L29

(H'Ⅳ出土）

一便燗欝’

一|鶏欝｜
→精製土器

☆(1～3)

☆（4～8）

※ ( 1～8)

}☆（9～14）

※粗製土器

Ｉ鍔域
１
１
１

群
紅
鑑
拭

第
大
群
Ｃ
器

１
８
洞
土

↓
第
大
製

ｌ
粗

ｊｌ

↓
↓

２☆(15． 16

☆(17～20)

※ （15～21）
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〔晩期の土器〕 B・p.L30

(H1Ⅳ出土）

黄',－， ,; 『'‐|認鷺ゞ
※（1 ． 7）→精製土器

街'‘ ‘!‐|謡欝}

}
荻,

蕊

諏頻

識畷蕊撫議議灘灘脅：議蕊熱

認識識癬誇織綴驚1
串で罰 蕨 ｣ 心 ､ ？f｣JfJ⑪段泌

灘蕊驚
☆(10)→|第7群土器Ii

I大洞Cl式！

☆(8 ･ 9 ･ 11~13)‐|駕鷲 ’
鰯

鶴難遡蕊蕊蕊

鱗
蕊謡
認麓
鐸
繍
坤

※（8 ． 9）→精製土器

毎巧

騨望

篭識
T睡田露､段

蝋
蕊患霧蕊

懸想諺

*(14~20)‐|漁欝’

轆驚
騨灘

跡酎

鷺●; ‘

鍵
f鑑

蚤鴬 ※ (14～19)→口縁直下より斜行縄文、
溌

箪 単軸撚糸文のあるもの。

; "農ば榊繍童……,
脅…

…

驚
顎
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〔晩期の土器〕
B・p.L3]

(H1Ⅳ出土）

第8群土器

大洞C2式 }一’☆（1～9）

☆（1 ． 4）→口頚部に平行沈線文と、胴部に条痕文のあるもの。

☆（2）→口頚部が無文帯をなし、肩部下に条痕文のあるもの。

☆（3 ． 6 ． 9）→口頚部に平行沈線文が施文され、肩部下に縄文

のあるもの。

☆（5）→口縁直下より、条痕文が施文されるもの。

☆（7 ． 8）→口頚部に平行沈線文があり、肩部下に単軸撚糸文の

施文されるもの。

*(10)‐|龍悶欝’

５ 鴬

や罰

や口

〃 申
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〔晩期の土器〕
B.P.L32

錘

I

(H1V出土）
唇
先
囎
廻

※(Hl=グリツト名、V-5層の意）

☆'｣-"‐|熱鴛鴬｜
※(1～3 ･ 5 ･ 9 ． 10)→精製土器

澱

□
⑪
蛇

喝

蕊鵜ふ

露

：・

・

喝
，
１
１
冊
１
形
，
Ｉ
ｆ

驚灘
罰群

☆'鯉-鋤'→噸欝｜
※ （24）→刺突文と条痕文のあるもの

は稀少である。

”
： ！

☆（30～
１
１

烏堂
武
群
Ｃ
７
洞
第
大’32）→
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〔晩期の土器〕
B.P．L33

I

(H1V出土） 堵
審
舞

第7群土器｜
大洞Cl式’｛☆（1～31) -'

斜 ；
、ゴE

零L

蕊

＃

”§

※ (15)→精製土器 #

｡垣ｺ ﾆ 二 , 1 J 編 ､ 二
r□も萱⑪号『 ｡ 『

｡ 二 二 ●Y ＃ “ ：、
． 骨 ￥上 ＃ 、

這篝二

※ （20）→大洞Cl式と同B・C式の施文

要素をもつもの。 I難

岳尋

笈鰯籍騨爵蕊壷謎f舞鶴尋蕊蕊瀞窯鴬蕊蕊奄謹蕊監謹篭溌錠

蕊
灘

☆（24）→精製土器の疑いもある。

篝
；
；
#

緯

鵜
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〔晩期の土期〕
B，p.L34

(HlV出土）

第7群土器｜
大洞Cl式’

＃

’☆（1～5 ． 8）→

※（5 ． 8）→精製土器

負

満'‘'‐噸醐淵' ｜

☆'"‐|霊欝’1

※ （2～4）の羽状縄文はめずらしい。

１
１

鑑
武
鋒
拭

群
Ｃ
群
Ｃ

７
洞
８
洞

第
大
第
大

’
１
↓
↓

☆(9 , 13． 14)

☆(10～12． 15)

繊
鋸

蝋
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〔晩期の土器〕
B.P.L35

(HIV出土） 蕊

ｌ鐸武
－
ト
ー

癖
祁
壗
拭

第
大
群
Ｃ

ｉ
ｌ
１
１
８
洞

↓
第
大

☆(1～3 ･ 7)

｜

☆(4～6)→1

霧

蕊 １
１

口
で
ロ琵
域
鍔
拭

群
Ｃ
群
Ｃ

７
洞
８
洞

第
大
第
大

’
１
↓
↓

☆(8 ･ 9)ゾノ

☆（10～13)
榊子

※ (11～13)→精製土器

雛
ど噌噌[

灘

満'聰-蝿…‘'‐|巍欝’
識第10群土器｜

大洞A式 I’☆(17･18) -G

…

綴 詠
嬢
錘
郷
鐵
建
“

』
盈
操
Ｊ
容
母
騨
謹
心

》
零
別
邸
も
尹
夕
心

畷；
識

灘
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〔晩期の土器〕
B・P．L36

＃

塊

鋤
(HlV出土）

’第7群土器｜
→1大洞Cl式I

☆(1～6)

霧鱗灘驚鰯灘

零
第7群土器1

1

大洞Cl式I’☆（7～12) -P

｛

…；蝉…翌…
耀鱗

一|節陶涜’☆（13～19）

１
１

鐸
拭
罐
式

群
Ｃ
群
Ａ

８
洞
皿
洞

第
大
第
大

’
１
↓
↓

☆（20～25）

☆（26.27）
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〔晩期の土器〕 B.P．L37

Ｌ
口
鄙
罵

Ｐ
Ｆ
砧

(H1V出土）

Ｉ鑑試
群
Ｃ
器

７
同
ｔ

、
、
Ｊ
１
｜
一

第
大
製

ｌ
精
↓
は

１
ｊ
９
９

１
１

１
く
☆
☆

篝溌
’第7群土器｜
→1大洞Cl式’

一|箙#’
第'0群土器1
大洞A式？ l

は精製土器

藩

☆（10～15)

l
l

☆（17～21）

’☆（16）→
I

※ (10～21)

ツゾ。 二 、 『ゞﾆ ﾆ ､ L :, 二

謬‘";■
’
増JL J 蕊

☆'‘…‘'一鋤'一|熱欝｜

☆'鯛噌‘'‐|鴬燗騨}
※（22～31)は精製土器
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〔晩期の土器〕 B・P．L38

(H1V出土）

第8群土器1
大洞C2式I

１
－☆(1～6)-

’☆（7～q｝→ゼノ

脾
鐺

檎謡

辮駕

*(10~1副‐|迩鴬’
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